
別記様式第8号（別記１の第６の１、別記２の第５、別記３の第６関係）

鳥獣被害防止総合支援事業、鳥獣被害防止都道府県活動支援事業及び鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業の評価報告（令和２年度報告）
岩手県

１　被害防止計画の作成数、特徴等

２　事業効果の発現状況

３　被害防止計画の目標達成状況

４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

（協議会名） 基準値 目標値 実績値 達成率 基準値 目標値 実績値 達成率

岩手町鳥獣被害
防止対策協議会
［再評価］

岩手町 平成30
～令和
２年度

ツキノワグマ
ニホンジカ
カラス

(1)有害捕獲 (1)
H30
簡易デジタル無線機10台
捕獲用わな(ニホンジカ用)３基
R1
捕獲用囲いわな(ニホンジカ等用)１基
小動物用箱わな(ハクビシン等用)５基
センサーカメラ５台
R2
捕獲活動賃金(６名)

(1)岩手町鳥
獣被害防止
対策協議会

(1)
H30
簡易デジタル無線機：H31.3～
捕獲用わな：H31.3～
R1
捕獲用囲いわな：R1.8～
小動物用箱わな：R2.2～
センサーカメラ：R2.2～

(1)
・ ニホンジカ捕獲数
H29：８頭、H30：36頭
R1：27頭　R2：87頭
・ ハクビシン捕獲数
H29：0頭　H30：０頭
R1：４頭　R2：４頭
・ ツキノワグマ捕獲数
H29：３頭　H30：６頭
R1：６頭　R2：10頭

　簡易デジタル無線機、ニホンジカ用わなは有害捕
獲の際に活用され、捕獲頭数増に効果が表れてい
る。また、センサーカメラにより圃場に現れる獣種の
特定や行動分析ができるようになり、より効果的な
捕獲が可能となった。
　囲いわなについては、警戒されているのか効果と
しては振るわなかった。今後設置場所を工夫する等
して活用していきたい。小動物用わなはR1の導入
以降ハクビシン捕獲に活用し、一定の効果が得られ
ている。
　ツキノワグマについては、捕獲出動経費の費用負
担を行うことで捕獲活動を維持し、被害の軽減に効
果があった。

ツキノワグマ

ニホンジカ

カラス

合計

H28

44.6

69.8

23.8

138.2

R1

35

50

15

100

R2

29

106

27

162

163

-183

-36

-62

H28

0.5

0.34

0.14

0.98

R1

0.4

0.25

0.1

0.75

R2

0.35

1

0.2

1.55

150

-733

-150

-248

　実績としては目標達成に至らなかった獣種が多い。特にニホンジカの被害が拡大しており、被害報告が町内に分散していることから、生
息域が拡大していると考えられ、住民からの目撃・被害報告も増加している状況である。
　また、被害額及び被害面積増加の背景として、導入したセンサーカメラ等を活用した被害状況把握能力の向上や、住民への周知により
被害報告が以前より多く寄せられるようになったことも一因として考えられる。
　被害報告の増加に伴い、鳥獣被害防止対策実施隊による捕殺では対応しきれなくなる可能性もあるため、電気柵設置の推進や誘因物
除去の指導など、被害発生防止の側面からも鳥獣被害の軽減を図りたい。

　ニホンジカ・ツキノワグマについては、年々出没数が増加しており農林業被害
が深刻化している。特にR3にはクマによる人身被害も発生しているため、人里
への侵入防止対策が急務となっている。また、近年では新たに群で行動してい
るイノシシの目撃情報も寄せられているため、新たな被害防止対策を考案する
必要がある。
　猟友会員が高齢化しているため、新たな捕獲の担い手の確保・育成を進める
とともに、被害軽減に向けて引き続き計画的な捕獲対策、侵入防止対策に取り
組まなければならない。
（鳥獣保護員　菊池章丸）

　岩手町では、野生鳥獣による
農作物被害を低減させるために
各種わなの購入やセンサーカメ
ラの導入を実施してきた。
　しかし、ニホンジカ等の被害が
増加したことから、目標未達と
なった。
　被害対策のためには、有害捕
獲活動に加え、侵入防止柵の
設置や地域ぐるみの被害防止
活動に取り組む必要がある。
　県ではこれらの取り組みを支
援するとともに、効果的な被害
防止技術の実証・普及や、各市
町村の優良事例の情報提供な
ど、引き続き国庫事業を活用し
被害防止対策を支援していく。

矢巾町鳥獣被害
防止対策協議会
［再評価］

矢巾町 平成30
～令和
２年度

ツキノワグマ
ハクビシン
カラス
ニホンジカ
イノシシ

(1)有害捕獲
(2)生息環境
管理
(3)ICT等新
技術実証

(1)
H30
イノシシ捕獲用箱わなの購入２基
イノシシ捕獲用大型囲いわな１基
クラウドまるみえホカクン(ネットワークカメラシステム)システム機材導
入
先進地事例研修４回
R2
暗視スコープ(フリアースカウト)の導入２台
専門的知識を有する者への旅費
レーザー距離計の導入１台
捕獲活動への役務要請に対する賃金
(2)
R1　緩衝帯整備25,925.11㎡
(3)
R1　ICT自動撮影カメラの導入５台

(1)矢巾町鳥
獣被害防止
対策協議会
(2)矢巾町鳥
獣被害防止
対策協議会
(3)矢巾町鳥
獣被害防止
対策協議会

(1)
H30
イノシシ捕獲用箱わな：H30.11～、
R1.1～
イノシシ捕獲用大型囲いわな：R1.3
～
クラウドまるみえホカクン：R1.3～
先進地事例調査：R1.30、R2.1、
R2.2
R2
暗視スコープ：R2.10、R3.3
専門的知識を有する者への旅費：
R2.11
レーザー距離計：R3.3
捕獲活動への役務要請に対する
賃金：R3.3
(2)
R1
緩衝帯整備：R1.11
(3)
R1
ICT自動撮影カメラ：R1.11

(1)
H30
　箱わな、囲いわな及びネットワークカメラシステム
をイノシシの捕獲活動に活用し、被害防除に努め
た。R2までの捕獲実績はなし。
　先進地事例研修により、農作物被害の軽減に資
する取組事例の調査を積極的に実施した。
R2
　暗視スコープ及びレーザー距離計の導入により、
対象鳥獣を特定し、より効率的かつ効果的な捕獲を
実施した。
　専門的知識を有する者を招へいし、被害状況や対
策についての情報共有や被害防止のための研修
会の開催により、現場技術指導者の育成をするとと
もに、狩猟者の捕獲技術向上を図った。
(2)
R1
　有害捕獲の目撃情報が寄せられた地域周辺の刈
払い実施により有害鳥獣を寄せ付けない環境を整
備し、周辺地域の被害軽減に寄与した。
(3)
R1
　ICT自動撮影カメラの導入により、対象鳥獣を特定
し、より効率的かつ効果的な捕獲を実施した。

ツキノワグマ

ハクビシン

カラス

ニホンジカ

イノシシ

合計

H28

50.0

3.2

2.9

若干

0.0

56.1

R1

20.0

1.0

1.0

0.0

0.0

22.0

R2

457.2

11.9

26.1

7.4

36

538.6

-1,357

-395

-1,221

-

-

-1,415

H28

0.03

0.02

0.01

若干

0.00

0.06

R1

0.01

0.01

0.01

0.00

0.00

0.03

R2

1.72

0.04

0.04

0.05

0.27

2.12

-8,450

-200

-

-

-

-6,867

【ツキノワグマ】
　有害駆除やクマ出没時の注意喚起、ICT自動撮影カメラによる効率的及び効果的な捕獲の実施に努めたが、わなを回避する個体がいた
ことや出没箇所が広範囲にわたったため捕獲につながらず、被害金額が増加した。主に果樹への被害報告が多かったことから、わなによ
る捕獲の強化及び放任果樹を無くすよう周知を行う。
【ハクビシン】
　捕獲圧を強化したものの、被害額及び被害面積が増加した。特に野菜を中心とした被害が多発していることから、わなによる捕獲を引き
続き強化していく。
【カラス】
　矢巾総合射撃場の利用により、射撃技術が向上したが、依然として町内全域で果樹を中心とした被害が発生していることから、銃器及び
わなによる捕獲を強化していく。
【ニホンジカ・イノシシ】
　今まで山間部でしか見かけなかったが、近年生息域が急速に拡大し、被害額、被害面積が増加した。
　ニホンジカについては、生息状況を把握しながら、被害が拡大しないように被害防除及び緩衝帯整備を実施する。
　イノシシについては、生息状況を把握しながら、被害が拡大しないように緩衝帯整備や電気柵の設置、捕獲を実施する。
【全体】
　捕獲従事者の高齢化や人手不足が懸念されるため、農家をはじめとした自治会等と連携を強化し、地域全体で捕獲、被害防除及び生
息環境管理等に取り組む。
　また、先進地事例の調査結果、ICT機器を積極的に活用し、能率よく有害鳥獣駆除を行う。

　矢巾町鳥獣被害防止対策実施隊において、捕獲を実施しているものの、結果
として農作物被害が増加していることから、研修会の開催等により、地域住民の
意識の向上に努め、地域ぐるみの鳥獣被害防止対策を強化する必要がある。
　また、イノシシによる農作物被害が急増していることから、農作物被害を増やさ
ないよう、地域ぐるみの鳥獣被害防止対策、さらに実施隊による適正な捕獲管
理活動に期待する。
（岩手県鳥獣保護巡視員　藤澤　富男）

 　矢巾町では野生鳥獣による
農作物被害を低減させるため
に、各種わなの活用や緩衝帯
の整備などを実施した。
　しかし、ツキノワグマやハクビ
シンの被害が増加し、目標未達
となった。また、矢巾町ではイノ
シシやニホンジカの生息域が拡
大しており、今後の被害の増加
が懸念される。
　被害対策のためには、有害捕
獲活動に加え、侵入防止柵の
設置や地域ぐるみの被害防止
活動に取り組む必要がある。
　県ではこれらの取り組みを支
援するとともに、効果的な被害
防止技術の実証・普及や、各市
町村の優良事例の情報提供な
ど、引き続き国庫事業を活用し
被害防止対策を支援していく。

紫波町鳥獣被害
防止対策協議会

紫波町 平成30
～令和
２年度

ツキノワグマ
ニホンジカ
ハクビシン
イノシシ
カラス

(1)有害捕獲
(2)被害防除
(3)ICT等新
技術実証
(4)鳥獣被害
防止施設

(1)
H30
大型囲い罠の設置１台
(2)
H30
センサーカメラの設置６台
(3)
R1
産業用マルチローターの利用１台
(4)
電気柵の設置
H30 4,097m
R1 25,382m
R2 18,843m

(1)紫波町鳥
獣被害防止
対策協議会
(2)紫波町鳥
獣被害防止
対策協議会
(3)紫波町鳥
獣被害防止
対策協議会
(4)各集落

(1)
H30
大型囲い罠：H31.3～
(2)
H30
センサーカメラ：H31.3～
(3)
R1
産業用マルチローター：R1.8～
(4)
電気柵の設置
H31.3～
R2.3～

(1)
H30
　町内での捕獲を進め被害防止に努めたが、野生
鳥獣の個体数増加が勝っており、捕獲について注
力する必要がある。
(2)
H30
　出没圃場へカメラを設置し、野生鳥獣の行動パ
ターンを特定し、有効な被害防止対策を講じること
ができた。
(3)
R1
　赤外線カメラ付きドローンにより、野生鳥獣の生息
確認を行った。
(4)
　電気柵設置圃場では、新たな被害は確認されて
おらず、各集落での被害低減に寄与した。

ツキノワグマ

ニホンジカ

ハクビシン

イノシシ

カラス

合計

H29

66.0

468.6

72.2

0.0

30.5

637.3

R2

52.8

374.9

57.7

0.0

24.4

509.8

R2

325.5

1,523.4

155.2

17.2

17.6

2,038.9

-1,966

-1,126

-572

-

211

-1,099

H29

2.09

19.50

3.53

0.00

2.10

27.22

R2

1.67

15.60

2.83

0.00

1.68

21.78

R2

6.73

31.74

3.46

0.34

0.62

42.89

-1,105

-314

10

-

352

-288

　紫波町では、ツキノワグマ、ニホンジカ、ハクビシン、イノシシ及びカラスを対象とした被害防止計画を策定し、対策を講じてきた。電気柵の
設置により、設置圃場への被害は確認されていないが、電気柵未設置の圃場への被害が拡大し、甚大化している。駆除や捕獲による個
体数の減少には限りがあり、野生鳥獣の個体数増加が考えられる。また、農家の鳥獣被害に対する意識が高まり、被害についての知識が
伝播してきていることにより、今まで見過ごされてきた被害が顕在化してきていることも被害実績値が増加した一因と考えられる。

　カラスは被害額の目標を達成しているが、ツキノワグマ、ニホンジカ、ハクビシ
ンは目標を大幅に下回っている。また、新たにイノシシの農作物被害が発生して
いる。
　ツキノワグマについては、電気柵の設置等による防御態勢が充実したことによ
り既設置圃場での被害は減少したものの、未設置の圃場に集中して出没し甚大
な被害となっている。また、ツキノワグマの冬眠時期がずれこむ傾向が見られ、
これまで報告されていなかった晩生の果樹被害が相次ぎ、被害額が大幅に増
加している。今後、里の環境に慣れたクマによる人的被害も懸念されることか
ら、農地での電気柵設置や有害個体の効果的な捕獲のほか、人家近くで出没
が確認された場合の迅速な捕獲活動開始等の対応が必要である。
　ニホンジカについては、町内各地で目撃情報が報告され、群れで移動しながら
水田や牧草地を荒らす被害が続出した。冬季から春季にかけて果樹の芽や樹
皮を食べられ、壊滅的な被害となっている事例も報告されているため、ニホンジ
カの動向については特に注視し、一層の防御体制の充実、罠及び銃器による捕
獲体制のより一層の強化が必要である。
　ハクビシンは、箱罠の有効活用により一定の効果が見られるが、空き家や農
業用倉庫をすみかとしながら近隣の果樹園に出没し、連日被害に遭うなどの事
例も報告されており、罠設置の推進など一層の効果向上策を図る必要がある。
　カラスは、町の有害鳥獣捕獲隊が継続して捕獲していることにより被害の減少
につながったことから、今後も捕獲を継続することが必要である。
　イノシシについては、地域が限定されているものの、一度の被害が甚大となる
傾向があり、今後被害が拡大する懸念がある。出没情報、被害の特徴を把握し
たうえで、効果的な捕獲方法の検討と、農家の被害に対する意識の醸成が必要
である。
（岩手県鳥獣保護巡視員　村井　直衛）

　紫波町では野生鳥獣による農
作物被害を低減させるために、
各種わなの活用や電気柵の整
備などを実施した。
　しかし、ツキノワグマやニホン
ジカの被害が増加し、目標未達
となった。
　被害対策のためには、有害捕
獲活動に加え、侵入防止柵の
設置や地域ぐるみの被害防止
活動に取り組む必要がある。
　県ではこれらの取り組みを支
援するとともに、効果的な被害
防止技術の実証・普及や、各市
町村の優良事例の情報提供な
ど、引き続き国庫事業を活用し
被害防止対策を支援していく。
また、次年度の再評価に向けて
改善計画の内容をもとに被害低
減に向けた指導を行う。

盛岡広域鳥獣被
害対策協議会

盛岡市
八幡平市
滝沢市
雫石町
葛巻町
岩手町
紫波町
矢巾町

平成30
～令和
２年度

ツキノワグマ
ニホンジカ
イノシシ
ハクビシン
カラス

(1)捕獲技術
高度化施設
(2)有害捕獲

(1)矢巾総合射撃場クレー放出機及び付属機械、付属の研修施設整
備並びにスキート用構築物
(2)研修会の開催

(1)盛岡広域
鳥獣被害防
止対策協議
会
(2)盛岡広域
鳥獣被害防
止対策協議
会

(1)矢巾総合射撃場クレー放出機
及び付属機械、付属の研修施設整
備並びにスキート用構築物：R2.3～
(2)研修会の開催：R2.11～

(1)
R1
捕獲技術の向上により、事業実施協議会構成市町
村における有害捕獲（緊急捕獲事業）によるイノシ
シとシカの捕獲頭数の合計が1.6倍に増加した。
（H29：80頭→R2：125頭）
(2)
R2
現場技術指導者の育成をするとともに、狩猟者の
捕獲技術向上に努めた。

ツキノワグマ

ニホンジカ

イノシシ

ハクビシン

カラス

合計

H29

2,179.5

944.9

103.4

132.3

1,176.0

4,536.1

R2

1,740.7

755.9

103.4

105.8

940.8

3,646.6

R2

2,626.9

2,935.8

548.2

333.1

1,254.1

7,698.1

-102

-1,053

-

-758

-33

-355

H29

28.50

22.74

0.89

3.62

12.34

68.09

R2

22.80

18.19

0.89

2.89

9.87

54.64

R2

26.250

47.49

6.49

3.81

14.78

98.82

39.5

-544

-

-26

-99

-229

　８市町が連携し、被害状況や対策についての情報共有や被害防止のための研修会の開催、現場技術指導者の育成をするとともに、狩
猟者の捕獲技術向上を図るうえで必要な整備を行ったが、野生鳥獣は行政区域を越えて移動するため、各協議会個々だけでは十分な対
策をとることができず、広域全体での捕獲圧の強化や捕獲従事者の高齢化、担い手不足等の問題があり、捕獲技術を伝承する体制を構
築する必要がある。

　矢巾総合射撃場の整備や研修会を開催し、有害鳥獣による農作物被害の防
止に取り組んできたものの、結果として、農作物被害が増加していることから、
矢巾総合射撃場を活用し、８市町管内の有害鳥獣捕獲の担い手を確保及び育
成や有害捕獲に係る情報交換や野生鳥獣の生態、被害防止のための研修会
を開催し、各地域での被害防止活動の一助とし、鳥獣被害防止対策に期待す
る。
(岩手県鳥獣保護巡視員　藤澤　富男)

　盛岡広域は野生鳥獣による農
作物被害を低減させるために、
射撃場の整備による捕獲技術
の向上等に取組んだ。
　しかしニホンジカやハクビシン
の被害が増加し、目標未達と
なった。
　被害対策のためには有害捕
獲活動に加え、侵入防止柵の
設置や地域ぐるみの被害防止
活動に取り組む必要がある。
　また、盛岡広域のように市町
村が連携した取組も被害防止
のために重要であることから、
県では引き続き国庫事業等を
活用し被害防止対策を支援して
いく。また、次年度の再評価に
向けて改善計画の内容をもとに
被害低減に向けた指導を行う。

　本県では、令和２年度時点で県内全ての市町村（33市町村）及び１広域協議会で被害防止計画を作成している。
　鳥獣被害防止特措法が施行された平成20年度には、ニホンジカの被害が深刻であった五葉山周辺の３市町村のみ被害防止計画を作成していたが、県、市町村、農林業団体等で構成する岩手県鳥獣被害防止対策連絡会等を通じて計画の作成及び鳥獣被害対策の必要性を周知した結果、平成26年度末にはすべての市町村で計画が策定された。また、鳥獣被害対策実施隊は32市町村で設置されている。

　本県では鳥獣被害防止総合支援事業を平成20年度から実施。事業を活用することで、ニホンジカの有害捕獲頭数は平成25年度の3,517頭から令和２年度には9,161頭と大きく増加した。また、侵入防止柵の総整備延長距離は約1,000kmとなるなど、被害防止対策が進んでいる。
　さらに、農業者や地域住民を対象とした研修会の開催及び集落環境診断の実践支援など、野生鳥獣を人里に寄せ付けない対策の普及により、住民が主体となって行う地域ぐるみの被害防止活動も広がってきている。
　これらの取組により、被害額は平成24年度の約５億円をピークに現在まで減少傾向にあるなど、事業の効果が見られる。

　令和２年度の事業評価の対象となっているのは14市町村の被害防止計画であり、そのうち４市町村で目標を達成することができた。
　しかし、10市町村で目標未達成となった。
　目標未達成の市町村は、特にクマやシカ、ハクビシン等中型獣類による被害の増加が見られた。

被害防止計画の目標と実績

対象鳥獣
被害金額(万円) 被害面積(ha)

事業実施主体名
対象
地域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

事業効果 事業実施主体の評価 第三者の意見 都道府県の評価



花巻市有害鳥獣
被害防止対策協
議会

花巻市 平成29
年～令
和２年
度

カラス
カワウ
ゴイサギ
ウソ
ハクビシン
ニホンジカ
ツキノワグマ
イノシシ

(1)有害捕獲
(2)緊急捕獲
活動

(1)
カラス、ニホンジカ、ツキノワグマ、カワウ、ウソの捕獲活動
H29 2,000時間・人　H30 3,000時間・人
R1  3,000時間・人　R2  3,000時間・人
(2)
カラス
H30 1,005羽　R1  1,027羽
R2  471羽
ニホンジカ
H30 502頭　R1  402頭
R2 1,160頭
カワウ
H30 ６羽　R1　４羽
R2　3羽
ウソ
H30 68羽　R1  73羽
R2  11羽

(1)花巻市有
害鳥獣被害
防止対策協
議会
(2)花巻市有
害鳥獣被害
防止対策協
議会

- (1)
○ハクビシン
被害者が実施隊の支援のもと、自ら捕獲に取り組
む体制を整備した。
（捕獲数）
H29 　47頭　H30 　45頭     R1  　52頭　R2  　64頭
○カラス、ニホンジカ、ツキノワグマ、カワウ、ウソ
被害防止計画に基づき、計画的に有害捕獲を実施
した。
（捕獲数）
カラス
H29　　809羽　H30　1,005羽     R1 　1,027羽　  R2
471羽
ニホンジカ
H29　　390頭    H30 　 502頭     R1  　 402頭　　R2
1,160頭
ツキノワグマ
H29　　 19頭     H30 　　14頭     R1  　　22頭　   R2
31頭
カワウ
H29　　 50羽 　H30 　　 6羽     R1  　　 4羽　　R2
3羽
ウソ
H29　　 82羽 　H30 　　68羽     R1  　　73羽  　R2
11羽
(2)
個体数を減少させることで、被害額の減少に寄与し
た。

カラス、カワ
ウ、ゴイサギ

ウソ

ハクビシン

ニホンジカ

ツキノワグマ

イノシシ

合計

H29

2,689.1

88.0

1,761.7

2,922.5

680.2

175.7

8,317.2

R2

2,420.1

78.0

1,585.5

2,630.2

612.1

158.1

7,484.0

R2

2,648.5

0.0

2,258.5

2,598.6

363.5

111.2

7,980.3

15

880

-282

111

465

366

40

H29

7.92

0.38

6.50

16.73

4.71

1.74

37.98

R2

7.12

0.34

5.85

15.05

4.23

1.56

34.15

R2

7.77

0

8.96

20.46

2.91

1.06

41.16

19

950

-378

-222

375

378

-83

　鳥獣被害防止総合支援事業に加え市単独事業で箱わなの貸出や侵入防止柵の設置をすることで、効果的に鳥獣被害防止対策を実施することができた。
（１）カラス等鳥類
①　取組成果：被害が発生し捕獲の要請を受けた地域で重点的に捕獲活動を実施するなど、被害の軽減に努めた。
②　未達理由：被害地域の拡大により捕獲活動が広範囲となったこと。総合支援事業による捕獲補助単価では活動が難しいとの意見もあり捕獲意欲の低
下に繋がった。
③　今後の取組：被害が多く発生しているカラスやウソを中心に、実施隊による捕獲活動を強化する。また、カラスの捕獲単価について市でのかさ上げを検
討する。
（２）ハクビシン
①　取組成果：電気柵設置の補助に加え、捕獲用箱罠を貸し出しするなど、「防除」と「捕獲」について支援を行った。
②　未達理由：市内全域に生息域が拡大しており、電気柵設置等の被害防止対策を講じていない農地が依然として多いため、被害の増加を食い止められ
なかった。また、箱わなによる捕獲を実施する被害者も増加しているが、すべて捕獲することが困難なため、捕獲数の低調が原因と思われる。
③　今後の取組：箱わなの貸し出しや電気柵設置補助を積極的に推進するとともに、効果的な設置方法等を工夫するなどにより、生息数を減少させられる
ような取り組みを行う。
（３）ニホンジカ
①　取組成果： 実施隊による一斉捕獲を実施するなど捕獲活動を積極的に行うとともに、捕獲効率を上げるため主な生息域である山林の林道を除雪するこ
とにより、捕獲数が増加した。また、電気柵設置の補助により被害防止の効果が見られた。
②　未達理由：捕獲数は増加しているものの、繁殖数も多いと思われ、依然として生息数が減少するまでに至っていない状況である。電気柵を設置している
場所は被害が減少するが、未設置の場所へ移動することにより、新たに被害が発生しているものと推測される。
③　今後の取組：ニホンジカについては、周辺市町村と連携し広域的な対策が必要であり、生息数の把握や捕獲目標数の設定などにおいて県等の協力を
得ながら、被害の減少に向けて捕獲活動の強化を図る。
（４）ツキノワグマ
①　取組成果：出没情報を把握するたびに、実施隊によるパトロールや追い払いを実施しており、人身被害が発生する可能性が高い場合には、広報車によ
る住民への周知を徹底するなど、被害防止に努めた。
②　達成理由：ツキノワグマによる農作物被害を防ぐには電気柵の設置が効果的であり、市単独費による補助金制度等も広報しながら設置を進めており、
比較的被害の大きかった地域について軽減されている。
③　今後の取組：電気柵設置の助成を積極的に推進するとともに、出没が多い地域を重点的にパトロールし、被害が継続する場合の捕獲を強化する。ま
た、広報活動により、市民への被害防止対策の意識向上を図る。
（５）イノシシ
①　取組成果：イノシシ捕獲用の箱わなを購入し、出没や被害を受けた地域に設置することにより、捕獲に努めた。また、研修会等に出席し、イノシシの生態
や捕獲方法を学ぶことにより、捕獲従事者の知識や技術向上に努めた。
②　達成理由：実施隊員による捕獲への知識が深まり、捕獲が推進され、電気柵設置による防除も推進されたことから被害額の低減につながった。
③　今後の取組：他の獣種と同様に電気柵の設置を推進するとともに、くくりわなを追加導入することにより、被害防止と確実な捕獲に努める。

　ニホンジカは、年々生息域が拡大し繁殖力も旺盛なことから、積極的に捕獲を
進めているにもかかわらず、被害の増加に歯止めがかからない状況である。捕
獲数を増加し被害を減少させるためには、狩猟免許取得により捕獲従事者の増
員を図ることが重要と思われる。また、実施隊員の高齢化が進んでおり若い世
代の参画も必要と思われる。
　ツキノワグマは、農村地域に出没が多く被害も増加しているが、岩手県ツキノ
ワグマ管理計画に基づく個体数管理が行われているため、有害捕獲は必要最
小限とし、追い払い活動を中心とした被害防止対策を講じて欲しい。また、農作
物等の放棄による誘因物の除去や、耕作放棄地の管理など地域住民の協力も
必要と思われる。
　イノシシは、近年、県南部より生息域が拡大し、市内西部を中心に掘り起こし
等の被害が急増している。早急に防除対策を講じるとともに、有害捕獲に努め
て欲しい。
　鳥類及びその他小動物による被害は、花巻市内全域で発生しており、場所を
特定し捕獲することが困難な場合もあることから、捕獲よりも防除に重点を置く
ことが必要と思われる。
　被害防止対策は、今まで有害鳥獣の捕獲を中心に実施されていたが、住民に
被害防止の意識を持たせ、雑草の刈り払いによる環境管理や電気柵設置等を
行うことにより、捕獲頼みの対策から地域全体で取り組む対策へと方針を定め
ることで、被害が減少し効果が現れてくると思われる。
（鳥獣保護巡視員　似内　功孝）

 　花巻市では野生鳥獣による
農作物被害を低減させるため
に、有害捕獲等を実施した。
　しかし、ハクビシン等の被害が
増加し、目標未達となった。
　被害対策のためには、有害捕
獲活動に加え、侵入防止柵の
設置や地域ぐるみの被害防止
活動に取り組む必要がある。
　県ではこれらの取り組みを支
援するとともに、効果的な被害
防止技術の実証・普及や、各市
町村の優良事例の情報提供な
ど、引き続き国庫事業を活用し
被害防止対策を支援していく。
また、次年度の再評価に向けて
改善計画の内容をもとに被害低
減に向けた指導を行う。

北上市鳥獣被害
対策連絡協議会

北上市 平成30
年～令
和２年
度

カラス
カルガモ
ゴイサギ
アオサギ
ゴサギ
カワウ
ハクビシン
ニホンジカ
イノシシ
ツキノワグマ

(1)有害捕獲
(2)被害防除
(3)生息環境
管理
(4)鳥獣被害
防止施設

(1)
生息状況調査（カワウ）
H30　延べ32名　192,000円
R1　　延べ40名　240,000円
R２　 延べ40名　240,000円
(2)
広報パトロール（ツキノワグマ）
H30　114回　142,189円
R１　200回　109,797円
R２　53回　110,980円
(3)
・河川敷刈払い
H30　延べ104名  624,000円
R１　延べ100名　600,000円
R２　延べ105名　630,000円
・ツキノワグマ出没多発地刈払い
H30　198,720円
R１  888,800円
R２　188,960円
(4)
・侵入防止電気柵設置
H30（北上市平沢）総延長1,960m×５段
1,189,080円
県補助金　1,085,000円　協議会費　104,080円
R1（北上市黒岩）総延長915m×４段
490,000円
県補助金　404,000円　協議会費   86,000円
R２（北上市和賀町山口）総延長560m×４段
330,000円
県補助金　277,760円　協議会費　52,240円

(1)北上市鳥
獣被害対策
連絡協議会
(2)北上市鳥
獣被害対策
連絡協議会
(3)北上市鳥
獣被害対策
連絡協議会
(4)北上市鳥
獣被害対策
連絡協議会

(4)
H30
H31.1～
H31.3～
R1
R2.3～
R2
R2.12～

(1)
生息数を調査し、刈払い場所の特定及び捕獲活動
等の対策につなげた。
・飛来数（和賀川流域）
H30　527羽　R1　 118羽　R２　 94羽
・捕獲数
H30　219羽　R１　153羽　R２　 62羽
(2)
　ツキノワグマの目撃情報の都度、現地で広報活動
を行い、人身被害を防止した。
(3)
〇カワウ
　河川敷の刈払いを行ったことにより、カワウの営
巣を好む環境を改善し、和賀川流域への飛来数が
減少した。
〇ツキノワグマ
　山林と市街地の境の樹木を伐採し、市街地への
出没を防止した。
(4)
　周辺での二ホンジカ、イノシシの目撃情報があっ
たが、電気柵設置圃場への被害報告は寄せられて
おらず、被害を防止できた。

カラス

カルガモ

ゴイサギ、アオ
サギ、ゴサギ

カワウ

ハクビシン

ニホンジカ

イノシシ

ツキノワグマ

合計

H29

0.0

0.0

0.0

231.3

0.0

345.0

0.0

0.0

576.3

R2

0.0

0.0

0.0

150.0

0.0

250.0

0.0

0.0

400.0

R2

0.0

287.0

0.0

50.0

0.0

166.6

174.0

4.0

681.6

-

-

-

223

-

188

-

-

-60

H29

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

4.26

0.00

0.00

4.26

R2

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

3.00

0.00

0.00

3.0

0.00

0.20

0.00

0.00

0.00

14.86

1.63

0.41

17.1

-

-

-

-

-

-841

-

-

-1,019

(1） カラス
①　取組成果：実施隊による捕獲を実施し、R2年度は444羽を捕獲した結果、農作物被害の報告はなかった。
②　今後の取組：被害状況や捕獲実績を踏まえ、適切に個体数調整を行う。カラスは騒音、糞害等の環境被害が発生しているため、対策を指導していく。
（2）カルガモ
①　取組成果：実施隊による捕獲を実施し、R2年度は95羽を捕獲したが、大雪の影響により大規模なせりの食害が発生した。
②　未達理由：水田が雪に覆われたことでせり田に集まったものと思われる。
③　今後の取組：被害状況や捕獲実績を踏まえ、適切に個体数調整を行うとともに、追い払い用機材及び被害防除用機材を活用して被害防止に努める。
（3） カワウ
①　取組成果：岩手県と共同で岩崎ため池にあったカワウコロニーに対し、ドローンでのビニール張りによる忌避措置を行い、飛来を抑制したことにより、飛
来数が減少し、それに伴い被害額も減少した。
②　今後の取組：生息状況調査や捕獲方法の研修等を実施（参加）し、効果的な被害防止対策を検討していく。
（4） ハクビシン
①　取組成果：被害の相談があった場合に電気柵設置等の対策を指導するとともに、箱わなの貸し出しを行い市民自らの捕獲を推進した結果、R2年度は３
頭捕獲し、農作物被害は報告されなかった。
②　今後の取組：住居の屋根裏等への糞尿や騒音等の環境被害が発生しており、市内全域に生息しているとみられる。被害が増加すると見込まれるため、
今後も対策を指導するとともに、被害者自らの捕獲を推進する。
（5） 二ホンジカ
①　取組成果：実施隊による捕獲活動や協議会による農家個人への電気柵設置費用の助成を行ったが、新たに農作物被害が発生した。
②　未達理由：主に市内東部での目撃数は増加しているが、市内の生息密度が低く、R2年度は有害鳥獣捕獲による実績がなかった。
③　今後の取組：生息密度が低く有害捕獲が困難なことから、電気柵設置を積極的に広報していく。また、電気柵未設置圃場で新たな被害が発生する可能
性があるため、設置及び管理は地域ぐるみで行うことも推進していく。
（6） イノシシ
①　取組成果：実施隊による捕獲活動や協議会による農家個人への電気柵設置費用の助成を行ったが、新たに農作物被害が発生した。
②　未達理由：主に市内西部及び東部での目撃数が増加していることから、生息域が拡大し生息数も増加しているものと思われる。
③　今後の取組：二ホンジカと同様に生息密度が低く、有害捕獲が困難なことから、引き続き電気柵設置による被害防止を積極的に周知していく。また、常
設の捕獲罠を設置し、捕獲の強化を図る。
（7）　ツキノワグマ
①　取組成果：目撃情報の都度広報活動を行い、希望者に追い払い花火を配布し人身被害の発生を防止した。また、継続的な被害発生の可能性がある場
合に有害捕獲を実施し、R2年度は３頭捕獲した。
②　未達理由：目撃件数が増加していることから、生息数が増加しているものと思われる。
③　今後の取組：引き続き広報活動及び対策指導を行い、継続的な農作物被害や人身被害発生の可能性がある場合に有害捕獲を実施する。

　実施内容については全体的に妥当であると思われる。
　今後の課題について、特にイノシシによる農業被害が発生している地区にお
いては、ツキノワグマの生息域と重なっており、わなの捕獲が容易でないことか
ら、電柵等の設置を多大な予算を確保し推進していくべきと思われる。

（鳥獣保護巡視員　鶴山　博）

 　北上市では野生鳥獣による
農作物被害を低減させるため
に、有害捕獲、広報パトロール
による被害防除活動、河川敷刈
払いによる生息環境管理等を
実施した。
　しかし、ニホンジカによる被害
面積が拡大し、目標未達となっ
た。
　被害対策のためには、有害捕
獲活動に加え、侵入防止柵の
設置や地域ぐるみの被害防止
活動に取り組む必要がある。
　県ではこれらの取り組みを支
援するとともに、効果的な被害
防止技術の実証・普及や、各市
町村の優良事例の情報提供な
ど、引き続き国庫事業を活用し
被害防止対策を支援していく。
また、次年度の再評価に向けて
改善計画の内容をもとに被害低
減に向けた指導を行う。

西和賀町有害鳥
獣駆除連絡協議
会
［再評価］

西和賀町 平成29
～令和
元年度

ツキノワグマ
ハクビシン
カラス
ノウサギ
キツネ
タヌキ
ニホンジカ
イノシシ
ゴイサギ

(1)有害捕獲
(2)被害防除
(3)ICT等新
技術実証
(4)広報活動

(1)
大型獣用わな（イノシシ用）
Ｈ30　３基　Ｒ１　２基
小型獣用わな
Ｈ30　６基
くくりわな
Ｒ１　５基
(2)
爆音機の導入
H30　５基
(3)
センサーカメラの導入
Ｈ30　３台　Ｒ１　２台
(4)
広報掲載
H29　1回　H30　1回　R1　 2回　R2　 2回
告知端末放送
H29　5回　H30　2回　R1　 5回　R2　 2回

(1)西和賀町
鳥獣被害対
策実施隊
(2)西和賀町
鳥獣被害対
策実施隊
(3)西和賀町
鳥獣被害対
策実施隊
(4)西和賀町
役場

(1)
大型獣用わな
H30：R1.3.8～
R1：R1.7.19～
小型獣用わな
H30：R1.3.15～
R1：R1.6.5～
くくりわな
R1：R1.11.15～
(2)
爆音機の導入
H30：R1.3.15～
R1：R1.7.12～
(3)
センサーカメラの導入
H30：R1.3.8～
R1：R1.7.19～
(4)
－

(1)
・大型獣用わな
（設置のべ回数）H30　2回　R1  5回　R2　5回
R2について、これまでと同様に箱わなを設置した
が、イノシシ捕獲には至らなかった。
猟友会の捕獲知識・技術の向上が必要である。
・小型獣用わな
（設置のべ回数）H30　2回　R1　10回　R2　15回
R2は町民への貸出を実施、設置数の増加及び有
害捕獲により農産物の被害を最小限に抑えること
ができた。
・くくりわな
（設置のべ回数）R1　2回　R2　5回
R2について、設置箇所を増やしたが、捕獲には至ら
なかった。
猟友会の捕獲知識・技術の向上が必要である。
(2)
爆音機設置
（設置回数）H30　2基　R1　15基　R2　20基
年々、出没・被害報告が増加しており、爆音機によ
る追払いを実施した。農林水産物の被害を最小限
に抑えることができた。
(3)
・センサーカメラ
（設置のべ回数）H30　2回　R1　5回　R2　5回
出没時間や進入路などを把握することができた。
(4)
主にクマの出没情報や、注意喚起を実施。町民一
人一人にクマの危険性を意識づけることができた。

ツキノワグマ

ハクビシン

カラス

ノウサギ、キツ
ネ、タヌキ

ニホンジカ

イノシシ

ゴイサギ

合計

H28

24.2

3.7

5.1

0.0

0.0

0.0

28.4

61.4

R1

23.0

3.5

4.5

1.5

3.5

3.0

27.0

66.0

R2

125.4

0.0

1.0

0.0

0.0

37.4

0.0

163.8

-8,433

1,850

683

0

0

－

2,029

2,226

H28

0.26

0.07

0.40

0.00

0.00

0.00

0.23

0.96

R1

0.23

0.06

0.35

0.15

0.00

0.03

0.21

1.08

R2

1.70

0.00

0.005

0.00

0.00

0.35

0.00

2.06

-4,800

700

790

0

0

－

1,150

912

　ツキノワグマに関しては、爆音機による追払い、広報及び告知端末による注意喚起、箱わなの設置による有害捕獲により、一定の成果を
あげている。しかしながら、近年目撃・被害報告が増加傾向にあることから、有害捕獲と併せ、電気柵設置による「守る」対策の強化を図っ
ていく。
　ハクビシンの達成理由は、有害鳥獣被害対策実施隊による有害駆除のほか、町民への箱ワナ貸出を実施したことにより、販売農作物の
被害が無くなったことが挙げられる。
　カラスの達成理由は、有害鳥獣被害対策実施隊による有害駆除により、被害を抑えることができた。
　タヌキ等の小動物に関しても、有害駆除を中心に実施することにより、個体数を減らし被害防止に繋がっている。
　ニホンジカに関しては、販売農作物の被害報告が年々減少傾向にある。
　イノシシに関しては、近年、目撃・被害報告が増加傾向にあることから、有害捕獲と併せ、電気柵設置による「守る」対策の強化を図って
いく。
　また、有害鳥獣被害対策実施隊の捕獲技術の向上及び有害駆除活動の更なる強化が必要である。
西和賀町では、引き続き以下のことについて、継続・強化していきたい。
　・ツキノワグマの農林水産物被害及び人身被害の防止・駆除活動・告知端末による注意喚起
　・ツキノワグマ等による被害状況・生息状況調査等を行い、適正な実態把握及び効果的な追払い活動に努める。
　・イノシシの農林水産物被害の防止・駆除活動・告知端末による注意喚起
　・町と有害鳥獣被害対策実施隊の連携を密にとり、迅速な活動を行う。
　・新規の狩猟免許取得者の確保に努める。（猟銃及びわな）

　西和賀町は、面積の90パーセントが森林であり豊かな自然を有している。ま
た、県内有数の豪雪地としても知られる。そのような環境の中、これまで西和賀
町には生息していなかったイノシシの被害が、近年確認されるようになり、現在
では、町内全域で被害が報告されるようになり深刻な問題となっている。しかし
ながら、イノシシの捕獲については、狩猟者（猟友会）のほとんどが経験が無い
ため、苦慮している状況である。
　また、ツキノワグマの被害についても、年々、増加傾向にあり、農作物被害や
人身被害も起きている現状である。
　これらのことから、これまでも行ってきた「爆音機の設置」や「有害捕獲」といっ
た対策に頼るのではなく、町民一人一人が「守る」対策【電気柵の設置等】を
行っていく必要があると考える。
　また、狩猟者（猟友会）の高齢化や会員減少に伴い、会員の負担も増えてきて
いることから、町民自らが、危機感を持ち、「自分の身や土地は自分で守る」とい
う意識づけが必要であると考える。
　西和賀町の広大な土地を猟友会がすべてカバーできるわけではない。
　有害鳥獣の問題は西和賀町のみならず、全県的、あるいは全国的な対策が
急務である。今後も有効な被害防止対策を実施し、西和賀町から様々な情報を
発信していきたいと考えている。
（鳥獣保護巡視員　藤原 伸也）

　西和賀町では野生鳥獣による
農作物被害を低減させるため
に、各種わなの設置や爆音機、
センサーカメラの設置を実施し
た。
　その結果、被害金額、被害面
積ともに目標を達成した。
　西和賀町では、イノシシやニホ
ンジカの生息数が少ないが、今
後生息域の拡大とともに被害が
拡大することが想定されるた
め、予防的な被害防止対策が
必要である。
　県では、効果的な被害防止技
術の実証・普及を図るとともに、
各市町村の連携促進や優良事
例の情報提供、研修の開催に
よる人材育成など、引き続き国
庫事業を活用し被害防止対策
を支援していく。

奥州市鳥獣被害
防止総合対策協
議会

奥州市 平成30
～令和
２年度

ニホンジカ
イノシシ
ツキノワグマ
カモシカ
ハクビシン
ノウサギ
キツネ
タヌキ
鳥類（カラス、
スズメ、ムクド
リ、ヒヨドリ、カ
ルガモ）

(1)有害捕獲
(2)被害防除
(3)生息環境
管理
(4)ICT等新
技術の導入
(5)緊急捕獲
活動

(1)
無線機の購入：H30　30台
くくりわなの購入：H30　70基　R1　35基　R2　115基
箱わなの購入：H30　２基　R1　４基　R2　１基
囲いわなの購入：R1　１基
(2)
研修会の開催：H30　２回　R1　２回
集落環境診断：R1　１回
事業検討会の開催：H30　１回　R1　１回
事業報告会の開催：R2　１回
(3)
放任果樹等伐採　R2　栗の木、竹林
(4)
檻周辺検知による野生獣自動捕獲システムの購入　R1　１台
獣サイズ判別センサー式自動捕獲システムの購入　R1　１台
(5)
ニホンジカ
H30　162頭　R1　203頭
R2　364頭
イノシシ
H30　10頭　R1　21頭
R2　83頭
カラス
H30　492羽　R1　450羽
R2　399羽
カルガモ
R1　88羽　R2　106羽

(1)奥州市鳥
獣被害防止
総合対策協
議会
(2)－
(3)－
(4)奥州市鳥
獣被害防止
総合対策協
議会
(5)奥州市鳥
獣被害対策
実施隊

(1)
H30～
R1～
R2～
(4)
R1～
(5)通年

(1)
　奥州市鳥獣被害実施隊による緊急捕獲活動に必
要な捕獲機材を整備することで、ニホンジカ、イノシ
シ等の捕獲頭数が増加し、捕獲効率の向上に寄与
した。
(2)
　地域主体によるイノシシ被害防止対策として、農
作物野生鳥獣被害対策の専門家から助言を受けな
がら、平成30年度から令和２年度までの３年間の計
画で、被害発生地域、猟友会、県南広域振興局、市
が連携し合い、対策の正しい知識の習得、先進事
例等を実践・検証することで、効果的な防除活動を
実施。このことにより、自分の農地は自分で守る自
己防衛意識が浸透した。
(3)
　地域主体によるイノシシ被害防止対策のモデル地
区において、集落環境診断を実施した結果、被害
場所付近に栗の木や竹林があったことから伐採を
実施し、集落環境整備の推進に寄与した。
(4)
　イノシシの効率的な捕獲のため、囲いわなとICT機
材を組み合わせた捕獲実証を令和元年10月から実
施している。捕獲には至っていないため、継続した
実証が必要である。
(5)
　農作物へ加害する野生鳥獣の個体数を減少させ
ることに寄与した。

ニホンジカ

イノシシ

ツキノワグマ

カモシカ

ハクビシン

アライグマ

ノウサギ、キツ
ネ、タヌキ

鳥類（カラス、
スズメ、ムクド
リ、ヒヨドリ、カ
ルガモ）

合計

H30

438.9

237.2

12.7

61.3

33.3

9.5

2.7

42.3

837.9

R2

427.9

231.3

12.4

59.8

32.5

9.3

2.6

41.2

817.0

R2

280.2

321.8

170.5

8.8

7.7

0.0

2.3

22.6

813.9

1,443

-1,434

-52,600

3,500

3,200

4,750

400

1,791

115

H30

5.49

2.76

0.09

6.68

0.30

0.04

0.11

0.21

15.68

R2

5.36

2.70

0.08

6.52

0.29

0.03

0.10

0.20

15.28

R2

5.53

7.19

0.90

0.23

0.57

0.00

0.01

0.14

14.57

-31

-7,383

-8,100

4,031

-2,700

400

1,000

700

277

■ニホンジカ
　実施隊による有害捕獲活動の強化や捕獲機材の整備により捕獲頭数が増加したことで被害金額の目標を達成できた。
■イノシシ
　実施隊による有害捕獲活動の強化や捕獲機材の整備により捕獲頭数が増加したものの、今まで目撃されていない地域からの目撃報告
や被害報告があったことから、生息域が拡大していると思われる。農作物被害はもとより、畦畔の掘り返しや農業施設の破壊等の被害が
増加したことで目標を達成することができなかった。
■ツキノワグマ
　県の捕獲許可に基づく捕獲活動が実施されているものの、出没件数が増加しりんご園の果樹被害が発生したため、目標を達成すること
ができなかった。
■カモシカ
　県の管理計画に基づき、追い払い等の実施により目標を達成できた。
■ハクビシン
　捕獲用の箱わなを市民に貸出し、農家自ら被害防止に取り組んだことにより被害が軽減されたことで被害金額の目標を達成できた。
■鳥類
　実施隊による有害捕獲活動の強化により目標を達成できた。

　近年（１～２年前）から江刺平場地域において、ニホンジカによる田植え後の稲
及び大豆の食害等が数多く見受けられていることから、生息域の拡大により実
際の被害は増加傾向にあると思われる。
　また、ツキノワグマについては昨年度の春頃より牛舎内の飼料の食害及び農
作物被害が多発しており、子連れのクマも数多く目撃されている。今年は学校
近くにも出没が相次いでいることから、いつ人身被害が起きてもおかしくない状
況であると認識している。連絡連携体制を徹底して被害防止に努めていかなけ
ればならない。
（岩手県鳥獣保護巡視員　鈴木　倉一）

　奥州市では野生鳥獣による農
作物被害を低減させるために、
各種わなの設置や研修会の開
催、有害捕獲活動等を実施し
た。
　その結果、被害金額、被害面
積ともに目標を達成した。
　奥州市では、地域住民が主体
となったイノシシ被害防止対策
のモデル地区になっており、捕
獲、電気柵のほかよせつけない
の取組も強化している。
　しかし、野生鳥獣の生息域の
さらなる拡大が見られることか
ら、県では、効果的な被害防止
技術の実証・普及を図るととも
に、各市町村の連携促進や優
良事例の情報提供、研修の開
催による人材育成など、引き続
き国庫事業を活用し被害防止
対策を支援していく。



金ケ崎町鳥獣被
害防止総合対策
協議会

金ケ崎町 平成30
～令和
２年度

鳥類
ツキノワグマ
ハクビシン
カワウ
ニホンジカ
イノシシ

(1)有害捕獲
(2)鳥獣被害
防止施設
(3)緊急捕獲
活動

(1)
電波利用料
(2)
H30
電気柵 7,140m
(3)
緊急捕獲活動
H30
鳥類　469羽
ニホンジカ　３頭
R1
鳥類　264羽
ニホンジカ　６頭
イノシシ　１頭
R2
鳥類　358羽
ニホンジカ　３頭

(1)金ケ崎町
鳥獣被害対
策実施隊
(2)金ケ崎町
鳥獣被害対
策実施隊
(3)金ケ崎町
鳥獣被害対
策実施隊

(1)
H30～
(2)
電気柵：H30.9～
(3)
緊急捕獲活動：H30.4～

(2)
　ツキノワグマによるデントコーン等の食害が防止さ
れた。
(3)
　農作物へ加害する野生鳥獣の個体数を減少させ
ることに寄与した。
※緊急捕獲活動支援事業実績
H30　鳥類　469羽
　　　ニホンジカ　３頭
R1　鳥類　264羽
　　ニホンジカ　６頭
　　イノシシ　１頭
R2　鳥類　358羽
　　ニホンジカ　３頭

鳥類

ツキノワグマ

ハクビシン

カワウ

ニホンジカ

イノシシ

合計

H29

20.7

726.8

1.0

0.0

7.2

0.0

755.7

R2

13.6

680.0

0.5

0.0

6.0

0.0

700.1

R2

23.9

671.3

14.9

0.0

829.6

406.4

1,946.1

-45

119

-2,780

-

-68,533

-

-2,141

H29

0.38

12.03

0.01

0.00

1.20

0.00

13.62

R2

0.25

10.82

0.01

0.00

1.00

0.00

12.08

R2

1.77

8.63

0.21

0.00

15.59

5

31.20

-1,069

281

-

-

-7,195

-

-1,142

　金ケ崎町では、ツキノワグマやハクビシン等による農作物への被害を防止するため、金ケ崎町鳥獣被害防止計画を策定し、被害防止活
動を行ってきた。
　鳥類については、町内の一部地域において被害が発生しているが、金ケ崎町鳥獣被害対策実施隊による捕獲活動を行い、個体数の減
少を図っている。
　ツキノワグマについては、５月から11月頃にかけて果樹、デントコーン被害が町西部地区を中心に集中して発生しているほか、最近では
市街地への出没情報も増加し、農作物被害に加え住民の生命等に係る被害拡大が懸念されている。被害防止計画の目標値に対しては、
電気柵の導入により、被害面積及び被害金額の目標は達成できた。しかしながら、電気柵を導入していない畜舎での飼料食害が相次いで
いることから、更なる電気柵の導入検討や、追い払いの強化による被害地域の拡大防止を図る必要がある。
　ハクビシンについては、徐々にその生息域を拡大させており、出没が相次いでいる。主に果樹等が被害にあっており、箱わなによる捕獲
を行うことで一定の効果があるため、今後とも被害農家に対する箱わなの貸し出しを積極的に行い、被害拡大防止を図る。
　ニホンジカについては、平成30年度３頭、令和元年度６頭、令和２年度４頭の捕獲実績であるが、農作物の食害や市街地での出没情報
が報告されており、数頭の群れでの目撃報告もあった。町猟友会で構成される実施隊では、生息域の拡大を予期し捕獲活動を進めている
が、個別の活動では群れを発見しても単数の捕獲が限界である。このため、平成31年度から実施隊員数を10名から14名へ増員し、これま
で整備した携帯型無線機を活用した隊員同士の連携により、群れを捕獲することで捕獲頭数の増加を図る必要がある。
　イノシシについては、生息域拡大抑制に向けて出没や被害発生初期に重点的に捕獲を実施する侵入地域とされており、捕獲実績のある
定着地域に隣接していることからも、今後被害が増加する可能性が高い。町西部、南部及び北部でも目撃が相次ぎ、令和元年度に初めて
捕獲され、令和２年度にも３頭捕獲されたことから、これまで整備した箱わな及び携帯型無線機を活用し、侵入初期段階での積極的な捕
獲推進を図る。目撃や被害に関する情報が不足しているため、被害が深刻化する前に情報収集に努め、対策を行う必要がある。
　被害防止計画の目標値に対しては、ニホンジカ及びイノシシを対象とした被害面積、被害金額が増加しており達成できず、電気柵未設置
の特定圃場への執着や、農作物以外の被害に対する対策を講じるとともに、積極的な捕獲推進を図る必要がある。
　また、狩猟者の高齢化や担い手不足の問題も依然としてあり、新規狩猟者の確保・育成が必要である。

　金ケ崎町では例年、ツキノワグマによる町内西部地区の酪農地帯におけるデ
ントコーンの被害が多発している。これらの対策として電気柵の整備が進められ
ているが、電気柵の適切な管理はなされているものの、想定外の被害（電源部
の破壊、柵下部の穴掘り）により一部圃場へ侵入された事例もあったことから、
更なる対策の強化が必要と思われる。
　また、広大な圃場における複数の方向からの侵入も見られることから、生息数
はまだまだ多いと思われ、引き続き防除活動・捕獲活動を行う必要がある。
　ニホンジカ・イノシシに関する被害情報が増加しており、捕獲頭数実績も増加し
ているものの、更なる被害の発生に対し注視していく必要がある。
　これら以外の新たな鳥獣が、農作物へ被害を及ぼすことも考えられることか
ら、日ごろから情報収集に努め、迅速な対応が可能な体制作りが必要である。
（岩手県鳥獣保護巡視員　相澤　貞一郎）

 　金ケ崎町では野生鳥獣による
農作物被害を低減させるため
に、電気柵の設置、有害捕獲に
よる生息環境管理等を実施し
た。
　しかし、ニホンジカによる被害
面積及び被害額が拡大し、目標
未達となった。
　被害対策のためには、有害捕
獲活動に加え、侵入防止柵の
設置や地域ぐるみの被害防止
活動に取り組む必要がある。
　県ではこれらの取り組みを支
援するとともに、効果的な被害
防止技術の実証・普及や、各市
町村の優良事例の情報提供な
ど、引き続き国庫事業を活用し
被害防止対策を支援していく。
また、次年度の再評価に向けて
改善計画の内容をもとに被害低
減に向けた指導を行う。

一関市鳥獣被害
防止対策協議会

一関市 平成30
～令和
２年度

カラス
スズメ
ヒヨドリ
サギ類
カルガモ
カワウ
キツネ
タヌキ
ハクビシン
アナグマ
ニホンジカ
イノシシ
ツキノワグマ

(1)緊急捕獲
活動
(2)鳥獣被害
防止施設
(3)被害防止
活動推進
(4)ICT等新
技術実証

(1)
有害捕獲活動実績（緊急捕獲活動支援事業含む）
カラス　H30　991羽　R1　694羽　R2　695羽
スズメ　H30　105羽　R1　105羽　R2　92羽
ヒヨドリ　H30　66羽　R1　93羽　R2　126羽
サギ類　H30　68羽　R1　44羽　R2　51羽
カルガモ　H30　114羽　R1　122羽　R2　101羽
カワウ　R2　２羽
キツネ　H30　５匹　R1　３匹　R2　19匹
タヌキ　H30　49匹　R1　31匹　R2　161匹
ハクビシン　H30　141匹　R1　142匹　R2　166匹
アナグマ　H30　３匹　R1　12匹　R2　27匹
ニホンジカ　H30　249頭　R1　365頭　R2　521頭
イノシシ　H30　44頭　R1　58頭　R2　166頭
ツキノワグマ　H30　11頭　R1　24頭　R2　39頭
(2)
電気柵
H30　25,361m　R1    23,130m　R2    18,640m
(3)(4)
H30　箱わな（イノシシ）８基
R1　くくりわな　50基
　　囲いわな（ニホンジカ）１基
　　囲いわな用野生獣自動捕獲装置　１基
R2　くくりわな　30基
　　クマ用ドラム缶わな　３基
　　囲いわな（イノシシ）１基
　　囲いわな用野生獣自動捕獲装置　１基

(1)－
(2)一関市鳥
獣被害防止
対策協議会
(3)一関市鳥
獣被害防止
対策協議会

(1)－

(2)
電気柵
H30.12～
R2.2～
R2.11～
(3)(4)
H30
箱わな：R1.3～
R1
くくりわな、囲いわな、囲いわな用
自動捕獲装置：R1.9～
R2
くくりわな、ドラム缶わな、囲いわ
な、囲いわな用自動捕獲装置：
R2.11～

(1)
　有害捕獲により農作物被害が抑制できた。
※緊急捕獲活動支援事業実績
○H30
カラス：97羽、ハクビシン：77匹、ニホンジカ：253頭、
イノシシ：33頭
○R1
カラス：5羽、ハクビシン：100匹、ニホンジカ：252頭、
イノシシ：68頭
○R2
カラス：12羽、ハクビシン：75匹、ニホンジカ：464頭、
イノシシ：147頭
(2)
　電気柵設置地区のイノシシ、ニホンジカ及びカモシ
カによる農作物被害の軽減が図れた。
(3)(4)
　一関市鳥獣被害対策実施隊が活用するための各
種わなを導入した結果、効率的な捕獲につながっ
た。

カラス、スズメ、
ヒヨドリ、サギ

類、カルガモ

カワウ

キツネ、タヌ
キ、ハクビシ
ン、アナグマ

ニホンジカ、カ
モシカ

イノシシ

ツキノワグマ

合計

H29

477.4

0.0

309.6

1,361.6

182.8

41.4

2,372.8

R2

466.6

0.0

298.8

1,350.8

172.0

33.1

2,321.3

R2

415.6

0.0

218.5

1,105.3

237.0

40.7

2,017.1

572

-

844

2,373

-502

8

691

H29

60.10

0.00

14.60

35.60

8.60

1.90

120.8

R2

59.70

0.00

14.20

35.20

8.20

1.50

118.8

R2

52.62

0.00

7.29

39.43

2.76

0.40

102.5

1,870

-

1,828

-958

1,460

375

915

　一関市被害防止計画に基づき、鳥獣による農作物の被害を軽減するため、有害捕獲、侵入防止柵の設置及び捕獲機材の購入をしたこ
とで、被害金額については、基準年度は23,728,000円だったのに対し、令和２年度は20,170,900円と、3,557,100円の被害額の減少が図れ、
目標値に掲げていた被害額23,213,000円を下回ることができた。
　獣種別に見た場合、イノシシのみが被害額増となった。イノシシによる農作物被害への対策として、この３年間は、捕獲及び電気柵の設
置に取り組んできた。特にも、捕獲については、猟友会に尽力いただき、令和２年度の捕獲数は、平成30年度の捕獲実績の３倍を上回る
成果を上げている。しかしながら、イノシシの個体数の増加及び生息域の拡大により農作物被害の軽減には至らなかった。被害は市の西
部に集中しているが、令和２年３月に市の東部の大東町中川地内で初めてイノシシが捕獲されているほか、花泉町金沢、川崎町及び藤沢
町黄海から農作物被害の報告が出されている。
　市内で一番被害が大きいニホンジカは、近年では、市全域において目撃されるようになり、市の東部を中心に農作物被害が発生してい
る。ニホンジカによる農作物被害への対策としては捕獲及び電気柵の設置に取り組んできた。捕獲数は平成30年度から令和２年度にかけ
て２倍以上増えており、農作物被害の軽減に向けて取り組んでいるが、電気柵の未設置地域に被害が分散したことにより、実績値におけ
る被害額は軽減できたものの、被害面積が拡大した。
　次に、ハクビシンについては、平成26年度に過去最高の5,704,000円の農作物被害額となったことから、実施隊による捕獲強化、住民へ
の箱わな貸出の周知による住民が自ら捕獲を行う体制の促進等を行い、被害軽減に努めてきた。その結果、ハクビシンによる農作物被害
金額及び被害面積は平成29年度に比べて減少しており、被害額については、平成29年度の1,525,000円から、令和２年度の1,336,000円ま
で軽減することができた。
　次に、鳥類については、防護柵（電気柵）での被害防止が難しいため、有害捕獲による被害軽減に努めているものの、その年度により被
害の度合いが異なる。しかしながら、有害捕獲により、令和元年度から令和２年度の期間で被害額を618,000円軽減することができた。
捕獲及び侵入防止柵の設置の効果により、被害対策の効果は発揮されているため、農作物被害の軽減を目指して、今後も捕獲及び侵入
防止柵の設置に取り組んでいく。

・一関市鳥獣被害対策協議会は、平成21年度に設立され、平成22年度から野生鳥獣の被
害対策事業に取り組みをされているが、市内には、様々な野生鳥獣が生息し、有害な対
象鳥獣・被害も市内の地域ごとに異なり長期的な対策が必要であると考えられている。
・市内全域で平成26年度に過去最高の農作物被害のあったハクビシンについては、本協
議会事業による有害捕獲と市民への箱わなの貸出により、農作物被害が軽減したが、依
然として農作物被害は恒常的に発生している状況のため、市民へ対策を周知するなど、
今後とも同様の取り組みを継続されたい。
・ニホンジカについては、鳥獣別で、市内で最大の農作物被害を及ぼしており、市内全域
で目撃情報と被害の報告がある。対策として、電気柵設置による農地への侵入防止と有
害捕獲の両面からの取り組みが必要と考えられる。
・イノシシについては、平成29年度対比で、令和２年度の市内の農作物被害率は最大の
結果である、また、平成29年度時点において、捕獲は市の西部の一関地域のみであった
が、令和２年３月に大東町中川地内で、市の東部においてはじめて捕獲していることか
ら、生息域が拡大していると考えられる。今後、平成29年度まで被害報告のなかった東部
の地域も含めて被害の増加が懸念されることから、ニホンジカと同様に両局面からの対策
が必要である。
・ツキノワグマに関しては、今年度も多くの目撃情報が寄せられているようであり、過去に
は市内において人身被害もあった。保護と管理のバランスが大切であり、協議会事業の
継続的な取り組みを望む。
・野生鳥獣の農作物被害は、年度毎に山の餌の状況等により大きく変動するものであり、
一関市鳥獣被害防止計画においての目標数値では、達成されたもの、未達成のものであ
るようであるが、野生鳥獣の生息域も拡大傾向にあることから、被害軽減に向けた対策を
継続して取り組む必要がある。
（岩手県獣医師会一関支部会　菅原秀雄）

 　一関市では野生鳥獣による
農作物被害を低減させるため
に、有害捕獲活動や電気柵の
設置、ICTわなの活用等の取組
を実施した。
　その結果、被害額、被害面積
ともに目標を達成した。
　しかし、依然としてニホンジカ、
イノシシ等の被害が発生してい
ることから、引き続き被害防止
対策に取組む必要がある。
　県では、効果的な被害防止技
術の実証・普及を図るとともに、
各市町村の連携促進や優良事
例の情報提供、研修の開催に
よる人材育成など、国庫事業を
活用した被害防止対策を支援し
ていく。

住田町

住田町鳥獣被害
防止総合対策協
議会
［再評価］

住田町 平成29
～令和
２年度

ニホンジカ
カモシカ
ハクビシン
アナグマ
ツキノワグマ
イノシシ
ニホンザル
カラス

(1)鳥獣被害
防止施設
(2)有害捕獲
(3)被害防除
(4)サル複合
対策
(5)緊急捕獲
活動

(1)
シカ防護網
H29：1,700m　H30：2,950m　R1：1,800m
電気牧柵
H29：1,770m　H30：1,200m　R1：2,730m　　R2：3,940m
(2)
シカ・イノシシ用くくり罠
H30：32基　R1：74基
生息域調査
H29：１回　R2：１回
(3)
研修会の開催
H29：１回　H30：１回　R1：２回
センサーカメラ　H29：１台
複合柵技術実証　R2：１箇所
(4)
電気柵実証　H29：１回
講習会・研修会の開催　H29：１回、H30：３回
センサーカメラ　H30：３台
(5)
ニホンジカ有害捕獲
H29：667頭　H30：880頭　R1：861頭　R2：865頭
ハクビシン有害捕獲（市町村単独）
H29：60頭　H30：81頭　R1：92頭　R2：114頭

(1)住田町鳥
獣被害防止
総合対策協
議会
(2)住田町鳥
獣被害防止
総合対策協
議会
(3)住田町鳥
獣被害防止
総合対策協
議会
(4)住田町鳥
獣被害防止
総合対策協
議会
(5)住田町

(1)
シカ防護網、電気柵
H29～
H30～
R1～
R2～
(2)
シカ・イノシシ用くくり罠
H30～
R1～
生息域調査
H29～
R2～
(3)
センサーカメラ：H29～
複合柵：R2～
(4)
電気柵実証：H29～
センサーカメラ：H30～
(5)－

(1)
　鳥獣被害防止施設を設置したことにより、農作物
被害が防止された。
(2)
　くくりわなを導入したことにより野生鳥獣の捕獲が
促進された。また、生息域調査を実施したことで、野
生鳥獣の生息場所の把握につながり、効果的な被
害防止対策に資することができた。
(3)
　研修会の開催を通じ、地域住民に対し農作物被
害対策への意識啓発並びに対策方法等の周知を
行った。複合柵の技術実証も行い、サル被害防止
に有効な手法を検討した。
(4)
　サル対策用の電気柵を活用した技術実証を行っ
たほか、サル追い払い等の講習会を行い、地域住
民へのサル対策に対する意識及び技術の向上を
図った。
(5)
　有害鳥獣捕獲により個体数を減少させ、農作物被
害の低減に寄与した。
 

ニホンジカ

カモシカ

ハクビシン

アナグマ

ツキノワグマ

イノシシ

ニホンザル

カラス

合計

H27

214.0

21.0

17.0

8.0

6.0

0.0

6.0

0.0

272.0

R1

160.0

16.0

14.0

5.0

5.0

0.0

5.0

0.0

205.0

R2

189.6

26.7

54.7

15.4

6.0

0.0

56.6

21.3

370.3

45

-114

-1,257

-247

0

-

-5,060

-

-147

H27

4.20

0.40

0.30

0.10

0.20

0.00

0.10

0.00

5.3

R1

3.20

0.30

0.20

0.10

0.20

0.00

0.10

0.00

4.1

R2

1.88

0.24

0.76

0.48

0.16

0.00

1.24

0.11

4.87

232

160

-460

-

-

-

-

-

36

　被害防止計画【H29~31】について、ニホンザルが人里に降りてきたことによる被害の増加や、鳥獣被害防止施設の設置が進んだことによ
る未設置農地への被害の集中により、被害金額・面積ともに増加した。
R2年度において、被害防止施設の未設置農地への導入、町単独事業による老朽化や破損した施設の修繕を実施。併せて被害の最も大
きいニホンジカの推定個体数を半減させるため、町単独事業含め過去3年間で平均して1,000頭の捕獲を実施したことにより、被害面積は
元年度よりも減少した。しかし、目標値と比較した場合、被害は依然として多い状況であることから、今後も積極的に事業を実施する。被害
が増加しているニホンザルについては、GPS発信機による生息域調査を引き続き行い、効果的な対策の検討を行う。また、研修会を開催
し、生息域、被害拡大の情報や対応方法等の周知を行う。

　これまで報告のなかったニホンジカによるカラマツの食害被害や、ニホンザル
の目撃情報の増加など、近年野生鳥獣の活動が活発化してきている。そのため
より一層の被害防除のため防護柵設置の推進や、農作物被害が急増している
ニホンザルの花火による追払い等を地域住民が一丸となって取組んでいく必要
がある。より効果的な対策のためにも、行政・関係機関・住民が一体となって被
害対策を実施していく必要があると思われる。
（住田町鳥獣保護巡視員　佐藤公也）

 　住田町では野生鳥獣による
農作物被害を低減させるため
に、わなの設置、各種複合柵の
実証、有害捕獲による生息環境
管理等を実施した。
　しかし、ニホンザル、ハクビシ
ン、アナグマ等の被害が増加
し、被害面積及び被害額の両方
において目標未達となった。
　被害対策のためには、有害捕
獲活動に加え、侵入防止柵の
設置や地域ぐるみの被害防止
活動に取り組む必要があり、住
田町では地域住民が参加した
被害防止対策（サルの追い払
い等）を積極的に実施している。
　県ではこれらの取り組みを一
層支援するとともに、効果的な
被害防止技術の実証・普及や、
各市町村の優良事例の情報提
供など、引き続き国庫事業を活
用し被害防止対策を支援してい
く。

岩泉町

岩泉町鳥獣被害
防止対策協議会

岩泉町 平成30
～令和
２年度

ツキノワグマ
鳥類（カワウ、
カラス（ハシブ
トガラス、ハシ
ボソカラス）、
スズメ、キジバ
ト、カルガモ
ニホンジカ
ハクビシン
イノシシ

(1)有害捕獲
(2)被害防除
(3)ICT等新
技術実証
(4)緊急捕獲
活動

(1)
H30　研修会の開催　１回
商品開発資材費
くくりわな　64基
箱わな（イノシシ、ハクビシン）　13基
追い払い機　11基
箱わな用自動給餌機　３台
R1　くくりわな　139基
箱わな（イノシシ、ハクビシン）　８基
電気止めさし機　10台
トレイルカメラ　11台
事務用品、手数料
R2　研修会の開催　２回
くくりわな　50基
Wジャンプくくりわな　24基
いのしか御用　34基
追い払い機械　23台
(2)
R1　追い払い機　24台
(3)
H30　送信機　11台
センサーライト　３台
(4)
R1　シカ（成獣）430頭
R2　シカ（成獣）677頭
イノシシ（成獣）３頭

(1)岩泉町鳥
獣被害防止
対策協議会
(2)岩泉町鳥
獣被害防止
対策協議会
(3)岩泉町鳥
獣被害防止
対策協議会
(4)岩泉町鳥
獣被害防止
対策協議会

(1)
H30～
R1～
R2～
(2)
R1～
(3)
H30～
(4)
－

(1)
岩泉町役場においてハクビシン捕獲技術向上研修
会及びくくり罠捕獲技術向上研修会を開催し、新規
捕獲者の確保及び捕獲技術向上を図った。
くくり罠を購入し捕獲者へ貸与し、捕獲活動を行っ
た。
(2)
追い払い機を購入し農業者等へ貸与し、追い払い
活動を行った。
(3)
くくり罠設置場所選定のためセンサーカメラを導入
し、実施隊員等へ貸与し、捕獲活動を行った。
(4)
町内全域で有害捕獲を通年実施した。令和２年度
は捕獲目標数を達成し、年度目標頭数を超える捕
獲に至った。

ツキノワグマ

カワウ

カラス、スズ
メ、キジバト、
カルガモ

ニホンジカ

ハクビシン

イノシシ

合計

H28

236.9

150.0

13.2

160.1

19.0

0.0

579.2

R2

213.2

100.0

11.9

144.1

17.1

0.0

486.3

R2

93.0

0.0

0.0

2.0

20.2

0.0

115.2

607

300

1,000

988

-63

-

499

H28

1.38

-

1.32

0.55

0.15

0.00

3.4

R2

1.24

-

1.18

0.50

0.14

0.00

3.06

R2

0.60

0.00

0.00

0.13

0.20

0.00

0.93

557

-

943

840

-500

-

726

　ツキノワグマ対策として、電気柵の設置を町の補助金により実施しており、被害額及び被害面積の減少に寄与している。しかし、今まで被
害が発生していない地区や果樹で新たな被害が発生している。
　ニホンジカの捕獲目標頭数を毎年300頭と計画で定め、有害捕獲を実施したことにより捕獲頭数が大幅に増加し、被害金額目標を達成
することは出来たが、面積あたりの単価の高い飼料作物や畑わさびの食害が増などにより被害額の増減が見られた。
　ニホンジカの捕獲頭数の合計は計画を大幅に超えた実績となったが、被害金額の増大が課題であり、被害が発生している圃場近辺での
捕獲が必要であると考える。そのため町内各地域で捕獲者となる狩猟免許所持者の増加、捕獲技術の向上が必要であると考える。そのた
め、圃場付近の捕獲を強化するためにくくり罠の整備をし、農作物被害を与えている個体の捕獲を強化している。
　カワウは有害捕獲の実施に伴い、新たに飛来してきた個体の捕獲を行ったことにより被害額が減少している。今後も有害捕獲を継続し、
被害の増大を防ぐ必要がある。
　鳥類は、新規捕獲者を各地域で確保し、被害の削減を図る必要があることから、銃猟による有害捕獲をすすめられる体制を作る必要が
ある。
　ハクビシンについては、以前から岩泉町で購入したわなを貸与し、有害捕獲を行っていたが、目撃頭数や、被害報告が増加していること
から、交付金事業の活用により、有害捕獲の強化を図っている。

　岩泉町は992㎢と広大な面積を有しているが、狩猟者は高齢化が進んでいる。
ツキノワグマの出没が増加している背景には、生息数が増加していることが原
因と思われる。また、近年はニホンジカが北上し、農作物や飼料作物の食害も
発生しており、イノシシの捕獲も増加している。農家は捕獲に頼らずに、電気柵
などの被害防止対策を行っていくべきである。また、捕獲個体についても、農業
被害を加えている個体を捕獲するため、圃場付近で捕獲できる体制整備が必要
であると考える。
【鳥獣捕獲巡視員　佐々木　勝彦】

 　岩泉町では野生鳥獣による
農作物被害を低減させるため
に、有害捕獲活動や追い払い
機器の導入等を実施した。
　その結果、被害額、被害面積
ともに目標を達成した。
　しかし、依然としてツキノワグ
マ、ニホンジカ、ハクビシン等の
被害が発生していることから、
引き続き被害防止対策に取組
む必要がある。
　県では、効果的な被害防止技
術の実証・普及を図るとともに、
各市町村の連携促進や優良事
例の情報提供、研修の開催に
よる人材育成など、国庫事業を
活用した被害防止対策を支援し
ていく。

田野畑村鳥獣被
害防止対策協議
会
［再評価］

田野畑村 平成29
～令和
２年度

ツキノワグマ
カラス
ニホンジカ
ハクビシン・タ
ヌキ・アナグマ
イノシシ
キジバト・ドバ
ト

(1)有害捕獲
(2)鳥獣被害
防止施設
(3)ICT等新
技術実証

(1)
H30
ツキノワグマ捕獲活動　12回
ニホンジカ用くくりわな　13基
ハクビシン捕獲活動　20回
小動物用箱わな　19基
R1
ツキノワグマ捕獲活動　42回
ハクビシン等捕獲活動　７回
R2
ツキノワグマ捕獲活動　30回
小動物捕獲活動　５回
(2)
H30
簡易電気柵（千丈、田野畑）1,580m×４段
恒久電気柵（巣合、田野畑、大芦）1,500m×３段
R1
電気柵（北山）1,200m×５段
(3)
R1
通信機能付き自動撮影カメラ　７台

(1)田野畑村
鳥獣被害防
止対策協議
会
(2)農家等
(3)田野畑村
鳥獣被害防
止対策協議
会

(1)
H30～
R1～
R2～
(2)
H30～
R1～
(3)
R1～

(1)
（ツキノワグマ）
捕獲により被害の軽減が確認できた。
（ニホンジカ）
わな設置により捕獲を行ったが被害拡大を食い止
めることができなかった。
(ハクビシン、タヌキ、アナグマ)
わな設置により捕獲を行ったが被害拡大を食い止
めることができなかった。
(2)
設置したほ場では被害の軽減が見られた。
(3)
（ニホンジカ）
捕獲に至らなかった。
（ツキノワグマ）
捕獲見回り労務の低減が図られた。

ツキノワグマ

カラス

ニホンジカ

ハクビシン、ア
ナグマ、タヌキ

合計

H27

11.8

36.5

104.9

2.7

155.9

R1

8.20

25.5

73.4

1.80

108.9

R2

8.4

3.1

653.1

7.4

672.0

94

304

-1,740

-522

-1,098

H27

0.07

0.1

0.5

0.03

0.7

R1

0.04

0.07

0.35

0.02

0.48

R2

0.03

0.03

3.60

0.02

3.68

133

233

-2,067

100

-1,355

　捕獲活動に力を入れているが被害の拡大に歯止めがかからない。
　捕獲活動以外にも防除活動や生息環境管理などを実施する必要がある。
　電気柵の設置が難しい場所もあるが設置ができる場所については普及を進めていく必要がある。
　個別の対応では限界があるため地域ぐるみの対策を推進していく。

　農家によっては被害を報告していない農家もいるため、実際の数字はもっと上
がると思う。狩猟者の人数にも限りがあるため全体を管理することは難しいと思
うので、農業者との連携により対応することで更に被害を防げるのではないか。
ニホンジカについては、以前より目撃情報が増えており今後も被害が増えていく
可能性が高いため、対策を講じる必要がある。
（岩手県鳥獣捕獲巡視員　向川原　嚴）

 　田野畑村では野生鳥獣によ
る農作物被害を低減させるた
め、ツキノワグマ及びハクビシン
対策として各種わなの設置によ
る捕獲強化、自動撮影カメラを
活用した野生鳥獣の生息状況
の把握を実施した。
　しかし、ニホンジカ、ハクビシン
等の被害が増加し、被害面積
及び被害額の両方において目
標未達となった。
　被害対策のためには、有害捕
獲活動に加え、侵入防止柵の
設置や地域ぐるみの被害防止
活動に取り組む必要がある。
　県ではこれらの取り組みを支
援するとともに、効果的な被害
防止技術の実証・普及や、各市
町村の優良事例の情報提供な
ど、引き続き国庫事業を活用し
被害防止対策を支援していく。



九戸村鳥獣被害
防止対策協議会
［再評価］

九戸村 平成29
年～令
和２年
度

ツキノワグマ
ニホンジカ
イノシシ
カラス
キジバト
カルガモ
アナグマ
タヌキ
ハクビシン

(1)有害捕獲
(2)被害防除
(3)村単独事
業（有害捕
獲）

(1)
H30
・くくりわな15基
・箱わな７基
・電気とどめ刺し７台
・トランシーバー９台
R1
・侵入防止柵実証実験　楽落くん一式
R2
・クマ用罠　一式
・センサーカメラ２台
(2)
・有識者による鳥獣被害防止講座
(3)
H30
カラス67羽　カルガモ16羽　タヌキ12頭
アナグマ１頭　ニホンジカ２頭　計98羽・頭
R1
カラス152羽　キジバト31羽　カルガモ29羽
ムクドリ15羽　タヌキ15頭　アナグマ４頭
ハクビシン12頭　ノウサギ９頭　ニホンジカ７頭　計273羽・頭
R2
カラス81羽　キジバト45羽　カルガモ25羽
ムクドリ７羽　タヌキ14頭　アナグマ６頭
ハクビシン13頭　ノウサギ11頭　ニホンジカ９頭　計211羽・頭

(1)九戸村鳥
獣被害防止
対策協議会
(2)九戸村鳥
獣被害防止
対策協議会
(3)－

(1)
H30
くくりわな、箱わな、電気とどめ刺
し、トランシーバー：H30.10～
R1
・楽落くん：R1.6～
R2
クマ用わな、センサーカメラ：R2.5～
(2)
R2.2～

(1)
H30
　鳥獣実施隊による鳥獣被害防止資材の活用やハ
クビシン用の箱わなの貸出を行い、鳥獣捕獲数の
増加に寄与した。
R1
　ハクビシンによる農作物被害に苦慮する農家に対
し、効果的な被害防止策の実証実験を実施。設置
圃場の被害がなくなったほか、箱わなの併用によ
り、効果的な捕獲を行うことができ、農家によるハク
ビシン捕獲頭数が増えた。
R2
　クマのわなを10月に設置し、毎日巡回点検を実施
した。また、センサーカメラの導入により、野生鳥獣
の生息状況の効果的な把握に寄与した。
(2)
　捕獲の担い手確保及び鳥獣被害防止意識の向
上を目的とし、有識者による鳥獣被害に関する講義
を行い、箱わなの貸出数が増えた。
(3)
　年々実施隊等の捕獲実績が上がっており、農作
物被害が抑制できた。

ツキノワグマ

ニホンジカ

イノシシ

カラス、キジバ
ト、カルガモ

アナグマ、タヌ
キ、ハクビシン

合計

H28

6.7

47.3

0.0

89.4

24.9

168.3

R1

6.0

42.5

0.0

80.4

22.4

151.3

R2

52.8

61.6

0.0

106.0

3.8

224.2

-6,586

-298

-

-184

844

-329

H28

0.07

0.35

0.00

0.82

２戸

1.24

R1

0.06

0.31

0.00

0.73

２戸

1.1

R2

0.61

0.58

0.00

0.87

0.02

2.08

-5,400

-575

-

-56

-

-600

　各事業の取り組みとして、鳥獣捕獲実施隊員による捕獲頭数が200頭規模となり、また同実施隊員の捕獲を伴わない活動も含めて、有
害鳥獣被害防止に寄与したと思われる。
　しかしながら、具体的な被害状況については、ツキノワグマおよびニホンジカによる食害等が目標値を下回っている状況である。ニホンジ
カについては、捕獲数は増加しているものの、それ以上の被害が伺われる。また、ツキノワグマについては、村北部での目撃情報が令和３
年７月で１件、同年８月で２件あり、加えて実際にはクマではなかったもののクマ被害との疑いから報告のあった情報が同月３件ある。今後
はこれらの大型獣対策の実施と村民への啓発を進めていく必要がある。

　被害防止計画の達成状況の数値が被害農家等からの報告のあったものだけ
を基礎資料としていることから、一概に事業取組の効果がないとは言えず、有
害獣の捕獲頭数が増加傾向にあることは昨年度コメントと同様である。
　今後は、ニホンジカやイノシシなどの大型獣による被害の拡大が心配されるた
め、防止柵などの導入による被害防止策の取組、箱ワナや銃器での捕獲策の
取組を連携させ、効果的に推進する必要がある。
　また、クマへの対策としては、追い払い策の徹底や、住民への適切な行動の
啓発なども必要であると考える。
（鳥獣捕獲巡視員　田村　仁哉）

 　九戸村では野生鳥獣による
農作物被害を低減させるため
に、各種わなの設置、センサー
カメラを活用した野生鳥獣の生
息状況の把握を実施した。
　しかし、ツキノワグマ、ニホンジ
カ等の被害が増加し、被害面積
及び被害額の両方において目
標未達となった。
　被害対策のためには、有害捕
獲活動に加え、侵入防止柵の
設置や地域ぐるみの被害防止
活動に取り組む必要がある。
　県ではこれらの取り組みを支
援するとともに、効果的な被害
防止技術の実証・普及や、各市
町村の優良事例の情報提供な
ど、引き続き国庫事業を活用し
被害防止対策を支援していく。

岩手県 令和２
年度

(1)新技術実
証・普及活
動
(2)人材育成
活動

(1)
ドローンによる集落環境調査　２地域
ドローンによる鳥獣個体探索　１地域
(2)
地域指導者育成研修　２回
地域ぐるみの被害対策モデル実証　１地域

－ － － (1)
　ドローンにカメラを搭載し、空から集落の状況およ
び野生鳥獣の被害発生状況、侵入経路等を調査
し、被害の発生場所や鳥獣の侵入経路等、対策が
必要な箇所の分析を行い、効果的な被害対策に活
用した。
　また、有害捕獲活動（巻き狩り）に同行し、捕獲活
動前にドローンに搭載したカメラによって、空から野
生鳥獣（シカ等）の居場所を探索した。事前に野生
鳥獣の追い込み場所、追い込み場所までの移動
ルートを検討することで、効率的な捕獲を行った。
(2)
　県内各地域で研修会を開催し、地域住民等が野
生鳥獣の生態や被害防止対策を学び、鳥獣被害対
策への理解を深めた。

－ － － － － － － － － 　令和元年度からドローンを活用した被害対策技術実証を行っており、令和２年度はシカの生息環境調査及び捕獲実施前の個体探索にド
ローンを活用した。
　集落環境調査では集落の鳥獣の痕跡及び被害対策実施状況をオルソ画像でマップ化し、地域住民と共有することで被害対策の見える
化につながった。今後は今回作成したマップの更なる活用方法を検討するほか、これから被害が拡大すると考えられる地域を含め、さらに
多くの地域で集落環境の調査を行い、地域住民との被害防止に対する意識共有を図っていく。
　また、ハンター高齢化の現状を踏まえ、捕獲の前に個体を探索することで省力化を図ったが、実証の中で一部課題も明らかになったた
め、令和３年度以降も実証を継続し、さらなる省力化に向けた検討を行っていく。
　人材育成活動については、研修会を開催し、関係機関等を地域の指導者として育成するとともに、鳥獣被害の拡大に対して予防的な対
策の重要性や地域ぐるみの被害防止対策の必要性について意識向上が図られている。
　今後も上記の取組を継続し、更なる被害低減を進めていく。

－ －

注１：被害金額及び被害面積の目標欄については対象鳥獣及び目標値を記し、これに合わせて他の欄も記載する。
 　２：都道府県が事業実施主体となる鳥獣被害防止都道府県活動支援事業を実施した場合、その事業内容等も記載すること。
　 ３：事業効果は記載例を参考とし、獣種等ごとに事業実施前と事業実施後の定量的な比較ができるよう時間軸を明確に記載の上、その効果を詳細に記載すること。整備事業を行った場合、捕獲効率の向上にどのように寄与したかも必ず記載すること。

 　 ４：「事業実施主体の評価」の欄には、その効果に対する考察や経営状況も詳細に記載すること。　　　

５　都道府県による総合的評価

　今回14市町村の被害防止計画のうち、４市町村で目標達成、10市町村で目標未達となった。
　目標未達成の市町村は、特にクマやニホンジカによる被害の増加が見られた。
　クマやニホンジカ対策としては、県内に地域ぐるみの被害防止活動により被害額を減少させている優良事例があることから、これらの情報を共有し、捕獲対策、侵入防止対策、地域ぐるみの被害防止活動を一体的に推進する。また、地域ぐるみで新たに取り組む市町村もあるため、それらの取り組みを支援、波及させていく。
　今後も被害の更なる低減に向けて、捕獲対策、被害防止対策、地域ぐるみでの被害防止活動を総合的に実施し、市町村や関係団体と連携し、鳥獣被害防止対策の充実・強化に取り組んでいく。

　 ５：鳥獣被害防止施設の整備を行った場合、侵入防止柵設置後のほ場ごとの鳥獣被害の状況、侵入防止柵の設置及び維持管理の状況について、地区名、侵入防止柵の種類・設置距離、事業費、国費、被害金額、被害面積、被害量、被害が生じた場合の要因と対応策、設置に
　　係る指導内容、維持管理方法、維持管理状況、都道府県における点検・指導状況等を様式に具体的に記載し、添付すること。


